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数
入
出
産
亡
 

人
男
女
蹄
転
転
出
死
 

中
学
生
を
理
解
D
H
う
 

②
 

田
川
郡
生
徒
意
識
調
査
よ
り
 

教
 
育
 
委
 
員
 
会
 

四
、
父
に
対
し
て
子
ど
も
た
 

ち
は
、
や
さ
し
く
理
解
あ
る
態
 

度
を
の
み
望
ん
で
い
る
の
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
⑤
表
の
3
、
4
 

L4J どんなことでおかあさんをきらいだと思いますか （解答数） 

順位 ~ 項 目 I 総 計 」 男 子 ~ 女 子~ 

1 いっもブッブッ文句ばかりいうから 192 92 100 1 

2 いっも用事をいいっけるから 152 82 H
・ わたしの気持を理解してくれないから 130 妬 司
 4 兄弟を差別するから 52 21 ，引 

わたしの希望を認めてくれないから 35 19 引
 H
 

6 おとうさんとよくけんかするから 32 18 

他人の悪口ばかりいっているから 15 8 7 1 

8 身なりかまわず見苦しいかっこうをするから 10 7 3 1 

9 夜家をあけることが多いから 7 2 5 1 

どんなおとうさんやおかあさんであればよいと思いますか（多いものから） 

~ I順 位 父 ~ 母 

I i 理解してくれる やさしく思いやりがある（理解がある） 

きびしい 

明るい 

兄弟を差別しない 

家庭を大切にする

小言をいわない 

~ 2 健康でやさしい 

1 3 きびしい 

1 4 相談相手になってくれる 

1 5 よく仕事をする 

1 6 かけごとをしない 

1 7 酒をのまない おいしい料理をっくる

いっも家にいてくれる 1 8 ューモアがあり小言をいわない 

1 9 勉強のことをやかましくいわない 人の悪口をいわない 

で
は
っ
き
り
し
て
い
る
よ
う
 

に、 

「
き
び
し
い
」
 

「
相
談
相
 

手
に
な
っ
て
く
れ
る
」
父
を
求
 

め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
日
 

常
対
話
の
少
な
い
父
親
に
と
っ
 

て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
 

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

五
、
ま
た
父
親
に
と
っ
て
は
 

耳
の
痛
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
 

ん
が
、
 

「
か
け
ご
と
」
や
「
酒
 

を
の
ま
な
い
」
で
「
仕
事
を
し
 

て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
子
ど
も
 

の
純
粋
な
願
い
も
⑤
表
の
5
、 

6
、
7
に
あ
る
通
り
で
す
。
 

六
、
母
に
対
し
て
は
、
な
ん
 

と
い
っ
て
も
「
や
さ
し
さ
」
を
 

望
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
然
 

の
こ
と
と
し
て
「
家
庭
に
い
つ
 

も
い
て
」
 

「
お
い
し
い
料
理
を
 

つ
く
る
」
家
庭
的
な
母
と
い
う
 

要
望
が
つ
よ
い
よ
う
で
す
が
、
 

共
稼
ぎ
の
多
い
現
在
、
ど
の
よ
 

う
に
解
決
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
 

う
か
。
 

や
っ
ば
り
「
親
子
の
対
話
」
 

が
し
っ
か
り
と
な
さ
れ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
く
感
じ
 

ま
す
。
 

議

会

だ

 よ

り

 

議

会

事

務

局

 

昭
和
四
十
四
年
第
五
回
定
例
 

町
議
会
が
、
昭
和
四
十
四
年
六
 

月
二
十
七
日
本
町
議
会
議
事
堂
 

に
招
集
さ
れ
、
当
日
よ
り
七
月
 

三
日
ま
で
 
（
八
日
間
の
会
期
に
 

よ
り
、
次
の
諸
議
案
が
慎
重
審
 

議
さ
れ
、
当
局
案
ど
う
り
そ
れ
 

ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
 

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
金
田
 

町
大
字
金
田
七
一
〇
番
地
、
」
ハ
 

角
安
文
氏
が
再
選
さ
れ
、
同
意
 

を
得
ま
し
た
。
 

⑥
金
田
町
税
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
 

（可 

決） 
⑥
金
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条
 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
 

つ
い
て
、
 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
一
 

般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
 

に
つ
い
て
、
 

（
一
部
修
正
可
 

決） 
今
回
補
正
額
六
、
二
一
二
千
円
 

成

人

式

御

案

内

 

金
田
町
長
 

大
島
」
ハ
 
郎
 

新
し
く
成
人
と
な
る
青
年
諸
 

君
の
前
途
を
祝
福
す
る
た
め
に
 

左
記
に
よ
り
、
昭
和
四
十
四
年
 

度
成
人
式
を
挙
行
致
し
ま
す
。
 

今
年
は
一
人
で
も
多
く
の
新
 

成
人
を
迎
え
た
い
微
意
か
ら
盆
 

休
み
後
の
夏
に
日
を
選
び
ま
し
 

た
。
時
間
励
行
の
う
え
是
非
御
 

出
席
下
さ
い
。
 

記
 

該
当
者
 

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
よ
り
 

昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
方
。
 

日
 
時
 

八
月
十
七
日
（
日
曜
）
 

午
前
九
時
受
付
 

午
前
九
時
」
う
分
開
始
 

会
 
場
 

金
田
小
学
校
講
堂
 

累
計
額
二
五
七
、
九
五
二
千
円
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
有
 

線
放
送
電
話
特
別
会
計
補
正
予
 

算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て
 

（
可
決
）
 

今
回
補
正
額
二
一
九
千
円
 

累
計
額
五
、
六
九
八
千
円
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
簡
 

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
第
一
号
）
に
つ
い
て
 
（
可
 

決） 
今
回
補
正
額
三
四
千
円
 

累
計
額
一
そ
 
九
〇
六
千
円
 

⑥
金
田
町
水
道
事
業
給
水
条
例
 

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
可
決
）
 

⑥
金
田
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

に
つ
い
て
、
 

（
可
決
）
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
第
四
回
臨
時
 

町
議
会
で
提
案
さ
れ
、
水
道
特
 

別
委
員
会
に
託
し
、
六
月
定
例
 

町
議
会
ま
で
継
続
審
議
さ
れ
た
 

⑥
次
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
 
一 

部
修
正
の
う
え
可
決
し
た
。
 

⑥
昭
和
四
十
四
年
度
金
田
町
水
 

道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
 

金
田
町
水
道
事
業
給
水
条
例
第
 

四
章
（
料
金
及
び
手
数
料
）
施
 

行
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
 

て
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国
民
年
金
に
つ
い
て
 

ク
正
し
い
手
続
き
で
 

あ
な
た
の
権
利
を
4
 

住

民

課

福

祉

係

 

国
民
年
金
の
手
続
き
は
、
厚
 

生
年
金
な
ど
職
場
で
加
入
す
る
 

年
金
と
違
っ
て
、
手
続
き
は
す
 

べ
て
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
そ
し
て
正
し
い
手
続
 

き
を
す
る
こ
と
で
、
あ
な
た
の
 

権
利
が
守
ら
れ
ま
す
。
 

次
の
よ
う
な
こ
と
に
あ
て
は
 

ま
っ
た
時
に
は
、
市
町
村
の
窓
 

ロ
で
早
く
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
 

・つ。 ①
満
二
十
才
に
な
っ
た
と
き
、
 

会
社
等
を
や
め
て
厚
生
年
金
 

等
か
ら
脱
け
た
時
 

十
四
 

日
以
内
に
資
格
 
得
届
を
出
 

し
て
下
さ
い
。
 

②
ご
主
人
が
厚
生
年
金
な
ど
に
 

加
入
し
て
い
る
奥
さ
ん
や
、
 

昼
間
部
の
学
生
が
希
望
し
て
 

加
入
す
る
時
；
；
・
資
格
取
得
 

申
出
書
を
出
し
て
下
さ
い
。
 

③
会
社
等
に
勤
め
、
厚
生
年
金
 

な
ど
に
加
入
し
た
時
 

十
 

四
日
以
内
に
資
格
喪
失
届
を
 

出
し
て
下
さ
い
。
 

④
希
望
で
加
入
し
た
人
が
加
入
 

を
や
め
る
と
き
 

資
格
喪
 

失
申
出
書
を
出
し
て
下
さ
 

い。 

⑤
加
入
者
の
氏
名
や
住
所
が
変
 

っ
た
時
 

十
四
日
以
内
に
 

変
更
届
を
出
し
て
下
さ
い
。
 

⑥
国
民
年
金
手
帳
が
や
ぶ
れ
た
 

り
、
よ
ご
れ
た
り
、
な
く
し
 

た
り
し
た
時
 

再
交
付
申
 

請
書
を
出
し
て
下
さ
い
。
 

手
帳
は
あ
な
た
の
年
金
に
つ
 

い
て
の
身
分
証
明
書
で
す
か
 

ら
、
大
切
に
保
存
し
ま
し
ょ
 

・つ。 

⑦
生
活
扶
助
な
ど
を
う
け
て
い
 

て
、
か
け
金
が
屯
余
さ
れ
る
 

と
き
 

保
険
料
免
除
該
当
 

届
を
出
し
て
下
さ
い
。
 

⑧
生
活
が
苦
し
く
て
か
け
金
が
 

困
難
な
 

ー
保
険
料
免
除
 

申
請
書
を
出
し
て
下
さ
い
。
 

⑨
年
金
を
う
け
よ
う
と
丁
ろ
と
 

き
 

年
金
の
粉
定
請
求
書
 

を
出
し
て
下
さ
い
。
 

⑩
死
亡
一
時
金
を
う
け
よ
う
と
 

す
る
と
き
 

死
亡
一
時
金
 

裁
定
請
求
書
を
出
し
て
下
さ
 

い。 国
民
年
金
制
度
は
老
令
、
廃
 

疾
、
死
亡
に
よ
り
、
国
民
生
活
の
 

安
定
が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
 

国
民
の
共
同
連
帯
に
よ
っ
て
防
 

盛

会

だ

 っ 
た
 

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
研
修
会
 

中
 

次
代
を
担
う
子
ど
も
を
健
全
 

に
育
成
す
る
た
め
に
は
、
学
校
 

の
教
育
や
、
家
庭
の
し
つ
け
が
 

必
要
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
 

り
ま
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
校
 

外
生
活
の
余
暇
を
利
用
し
、
楽
 

し
い
遊
び
や
活
動
を
通
じ
て
、
 

子
ど
も
た
ち
み
ず
か
ら
社
会
性
 

を
培
い
、
幸
福
な
生
活
を
営
む
 

た
め
の
態
度
や
技
術
を
身
に
つ
 

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
 

す。 中
央
公
民
館
で
は
、
こ
の
子
 

ど
も
会
活
動
の
中
心
と
な
る
べ
 

き
指
導
者
を
養
成
し
、
子
ど
も
 

会
括
動
の
 

に
発
展
を
図
る
た
 

中
央
公
民
館
図
書
の
 

閲
覧
貸
出
を
行
な
い
ま
す
 

文
化
不
毛
の
地
と
い
わ
れ
る
 

筑
豊
の
一
角
金
田
町
に
、
読
書
 

の
花
を
咲
か
せ
、
町
民
皆
様
が
 

心
豊
か
な
毎
日
を
過
ご
す
一
助
 

に
も
と
、
中
央
公
民
館
で
は
、
 

か
ね
て
か
ら
図
書
の
閲
覧
、
貸
 

出
の
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
 

し
た
が
、
漸
く
整
理
も
完
了
し
 

八
月
一
日
よ
り
町
民
皆
様
に
閲
 

覧
、
貸
出
を
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
の
で
多
数
御
利
用
下
さ
 

る
よ
う
御
案
内
致
し
ま
す
。
 

た
だ
今
備
付
け
て
い
る
図
書
 

は
大
略
 

一
般
教
養
、
参
考
書
、
辞
書
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

類
 
「
百
〇
冊
 

宗
教
、
哲
学
関
係
 
四
〇
冊
 

歴
史
関
係
 
二
四
五
冊
 

社
会
科
学
関
係
 

一
「
百
冊
 

自
然
科
学
関
係
 
五
〇
冊
 

工
学
関
係
 
三
五
冊
 

産
業
関
係
 
四
〇
冊
 

芸
術
関
係
 
七
〇
冊
 

語
学
関
係
 
二
〇
冊
 

文
学
関
係
 
四
「
う
冊
 

学
習
参
考
書
類
 
八
五
冊
 

小
説
類
 

一
五
五
冊
 

計
 
約
一
五
〇
〇
冊
 

尚
閲
覧
、
貸
出
を
希
望
す
る
 

方
は
下
記
の
規
定
を
よ
く
守
っ
 

盆
行
事
の
新
生
活
運
動
を
 

す
す
め
ま
し
ょ
う
 

中

央

公

民

館

 

今
年
も
お
盆
が
近
づ
い
て
ま
 
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

い
り
ま
し
た
。
中
央
公
民
館
で
 

は
お
互
い
の
生
活
の
無
駄
を
は
 

ぶ
き
、
A
具
理
的
な
生
活
を
営
 

盆
行
事
新
生
活
運
動
 

実
践
事
項
 

み
、
豊
か
な
家
庭
、
住
み
よ
い
 
⑥
趣
旨
 
お
盆
は
祖
先
を
ま
つ
 

郷
土
を
建
設
す
る
た
め
の
新
生
 

り
新
仏
の
冥
福
を
祈
る
行
 

活
運
動
の
一
環
と
し
て
、
町
民
 

事
で
あ
り
ま
す
。
派
手
に
 

の
皆
さ
ん
に
下
記
の
実
践
事
項
 

な
ら
ぬ
よ
う
、
無
駄
を
し
 

の
推
進
に
御
協
力
下
さ
る
よ
う
 

な
い
よ
う
、
簡
素
な
中
に
 

て
下
さ
い
。
 

金
田
町
中
央
公
民
館
図
書
の
 

閲
覧
、
貸
出
に
関
す
る
規
定
 

一
、
図
書
を
閲
覧
又
は
帯
出
し
 

よ
う
と
す
る
者
は
、
係
員
に
 

そ
の
旨
申
出
て
、
所
定
の
手
 

続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

二
、
図
書
の
閲
覧
、
貸
出
時
間
 

は
公
民
館
の
就
業
時
間
に
準
 

ず
る
。
 

三
、
図
書
の
貸
出
は
金
田
町
に
 

居
住
し
て
い
る
者
又
は
、
金
 

田
町
に
勤
務
し
て
い
る
者
に
 

限
り
許
可
す
る
。
 

四
、
図
書
の
貸
出
は
一
人
一
回
 

も
敬
け
ん
な
祈
り
を
こ
め
 

て
お
盆
を
迎
え
ま
し
ょ
 

」つ。 

⑥
提
灯
 
初
盆
の
提
灯
な
ど
の
 

や
り
と
り
は
近
い
親
族
以
 

外
は
や
め
て
現
金
包
に
し
 

ま
し
よ
う
。
 

⑥
接
待
 
酒
類
の
接
待
は
や
め
 

ま
し
ょ
う
。
 

⑥
返
礼
 
お
返
し
は
や
め
ま
し
 

よ」つ。 

⑥
中
元
 
中
元
の
贈
答
は
虚
礼
 

に
な
ら
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
 

よ》つ。 

⑥
盆
踊
 
盆
踊
り
を
す
る
地
区
 

央
 
公
 
民
 
館
 

め
七
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
 

の
二
日
間
に
亘
り
、
赤
池
町
天
 

郷
青
年
の
家
に
於
て
、
子
ど
も
 

会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
致
 

し
ま
し
た
。
 

金
田
町
の
二
十
七
の
子
ど
も
 

会
の
中
よ
り
選
ば
れ
て
参
加
し
 

た
五
十
四
名
の
男
女
小
中
学
生
 

は
、
福
岡
県
子
供
会
研
修
隊
連
 

絡
協
議
会
副
会
長
、
岡
崎
隆
三
 

先
生
の
指
導
の
も
と
に
、
定
め
 

ら
れ
た
厳
し
い
生
活
時
間
の
中
 

で
講
話
（
子
ど
も
会
の
必
要
性
 

子
ど
も
会
の
あ
り
方
）
実
技
 

（
テ
ン
ト
の
は
り
万
、
救
助
 

法
、
人
工
呼
吸
法
、
急
救
法
、
 

二
冊
以
内
と
し
、
期
限
は
一
 

週
間
と
す
る
。
 

但
し
、
公
民
館
長
が
不
適
当
 

と
認
め
る
図
書
の
貸
出
は
行
 

な
わ
な
い
。
 

五
、
図
書
の
閲
覧
、
帯
出
者
は
 

図
書
を
大
切
に
取
扱
い
、
滅
 

失
、
汚
損
し
な
い
よ
う
注
意
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

六
、
図
書
を
滅
失
又
は
、
著
し
 

く
汚
損
し
た
者
は
そ
e
損
害
 

額
を
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
 

七
、
図
書
室
内
外
で
大
声
を
発
 

し
又
は
、
喧
騒
に
わ
た
る
等
 

他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
 

を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

註
 
貸
出
を
受
け
る
者
は
住
民
 

票
、
健
康
保
険
証
、
米
穀
通
 

帳
、
運
転
免
許
証
、
身
分
証
 

明
書
等
居
住
又
は
勤
務
を
証
 

明
す
る
も
の
を
提
出
し
て
台
 

帳
に
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
。
 

は
、
は
じ
め
と
お
わ
り
の
 

時
間
を
決
め
て
必
ら
ず
実
 

行
し
ま
し
ょ
う
。
 

特
に
児
童
、
生
徒
は
お
そ
 

く
ま
で
踊
り
に
参
加
さ
せ
 

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
 

う。 

（
児
童
、
生
徒
の
練
 

習
は
十
時
ま
で
、
当
日
は
 

十
一
時
ま
で
）
 

他
の
地
域
ま
で
踊
り
に
行
 

く
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
 

》つ。 

⑥
そ
の
他
 
地
域
で
よ
い
と
思
 

わ
れ
る
こ
と
を
話
し
あ
っ
 

て
実
行
し
ま
し
ょ
う
。
 

止
し
．
も
っ
て
健
全
な
国
民
生
 
金
に
加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
 

活
の
維
持
及
び
向
上
に
寄
与
す
 

詳
細
は
役
場
窓
ロ
で
お
尋
ね
 

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
 
く
だ
さ
い
。
 

す
。
該
当
者
は
必
ら
ず
国
民
年
 

「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
 

の
実
施
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
 

産
 
業
 
建
 
設
 
課
 

こ
の
運
動
は
、
国
民
一
般
に
 

道
路
の
正
し
い
使
用
と
道
路
愛
 

設
の
思
想
の
重
底
を
図
り
、
こ
 

の
月
間
内
に
道
路
環
境
を
積
極
 

的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
 

て
、
道
路
を
広
く
美
し
く
安
全
 

に
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
 

水
泳
訓
練
）
な
ど
子
ど
も
会
リ
 

ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
知
識
、
 

技
術
の
研
修
を
行
な
い
ま
し
 

た
。
更
に
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
ソ
 

ン
グ
を
習
い
、
夜
は
キ
ャ
ン
プ
 

フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
火
を
囲
み
、
愉
 

快
な
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

昭
和
四
十
年
よ
り
今
年
ま
で
 

一
泊
研
修
会
を
は
じ
め
て
五
年
 

に
な
り
ま
す
。
毎
年
約
五
〇
名
 

計
二
四
〇
名
の
少
年
リ
ー
ダ
ー
 

た
ち
が
育
ち
彼
等
の
活
動
の
下
 

に
金
田
町
の
子
ど
も
た
ち
が
明
 

る
く
健
全
に
成
長
す
る
日
が
待
 

た
れ
ま
す
。
 

終
り
に
こ
の
研
修
会
に
同
行
 

し
て
子
ど
も
と
共
に
研
修
を
受
 

け
、
ま
た
、
何
か
と
子
ど
も
た
 

ち
の
世
話
を
し
て
戴
い
た
一
〇
 

名
の
育
成
会
長
さ
ん
た
ち
に
厚
 

く
お
礼
を
申
し
上
ず
ま
す
。
 

て
実
施
し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
 

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
 

す。 一 

主
催
、
福
岡
県
、
市
町
 

村
、
建
設
省
、
日
本
道
路
公
団
 

二
 
期
間
、
昭
和
四
十
四
年
八
 

月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
八
 

月
三
十
一
日
ま
で
 

三
 
実
施
事
項
 

H
道
路
環
境
の
整
備
 

、ノ‘、J
‘
、
ノ
、
ノ
、
ノ
く
 

囲
交
通
安
全
施
設
の
整
備
 

同
路
面
、
側
溝
、
法
面
及
 

び
路
肩
の
修
繕
及
び
清
掃
 

等
を
行
な
う
。
 

同
道
路
の
堀
返
し
個
所
の
 

点
検
等
。
 

口
道
路
の
正
し
い
利
用
方
法
 

励
行
 

岡
道
路
を
み
だ
り
に
自
動
 

車
、
商
品
、
資
材
等
の
置
 

場
又
は
作
業
場
と
し
て
使
 

用
し
な
い
こ
と
。
 

同
土
砂
、
ご
み
等
を
道
路
 

に
捨
て
な
い
こ
と
。
 

『
車
輔
の
積
載
土
砂
等
が
 

こ
ぼ
れ
て
道
路
を
汚
損
す
 

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
 

る。 
目
最
大
積
載
量
を
こ
え
て
 

積
載
し
な
い
こ
と
。
 

＞
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
 

原
爆
特
別
被
爆
者
へ
お
知
ら
せ
 

い
ま
ま
で
原
爆
特
別
被
爆
者
 

が
、
健
康
管
理
手
当
を
う
け
る
 

た
め
に
は
 

1
、
造
血
機
能
障
害
 

2
、
肝
臓
機
能
障
害
 

3
、
細
胞
増
殖
機
能
障
害
 

4
、
内
分
泌
腺
機
能
障
害
 

5
、
脳
血
管
障
害
 

6
、
循
環
器
機
能
障
害
 

7
、
腎
臓
機
能
障
害
 

以
上
七
つ
の
疾
病
の
う
ち
ど
 

れ
か
の
ー
つ
の
疾
病
に
か
か
っ
 

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

で
し
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
四
 

月
一
日
か
ら
原
爆
放
射
能
の
影
 

用
水
路
・
下
水
道
を
 

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
 

産

業

建

設

課

 

梅
雨
も
あ
け
本
格
的
な
夏
が
 

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
 

方
の
周
辺
水
路
の
清
掃
は
い
か
 

が
で
じ
ょ
う
か
。
伝
染
病
対
策
 

は
万
全
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
町
 

に
お
い
て
幹
線
水
路
の
清
掃
も
 

ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
が
、
ま
ず
 

気
が
つ
い
た
こ
と
は
、
水
路
に
 

ゴ
ミ
、
板
ぎ
れ
、
残
飯
等
は
も
 

ち
ろ
ん
、
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
 

福
 

祉
 

係
 

響
と
の
関
連
の
あ
る
、
水
晶
体
 

混
濁
に
よ
る
視
機
能
障
害
が
、
 

新
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
原
爆
症
に
か
か
っ
て
い
 

る
方
で
満
六
十
五
才
以
上
の
方
 

か
、
身
体
障
害
者
の
方
か
、
ま
 

た
は
母
子
世
帯
の
方
で
あ
れ
ば
 

健
康
管
理
手
当
（
月
額
三
千
 

円
）
の
支
給
を
う
け
ら
れ
ま
す
 

か
ら
こ
の
よ
う
な
方
は
早
目
に
 

保
健
所
を
通
し
て
申
し
出
し
て
 

下
さ
い
。
 

な
お
詳
し
い
こ
と
は
田
川
保
 

健
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

し
尿
ま
で
捨
て
て
い
る
と
こ
ろ
 

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
水
 

路
の
疎
通
は
悪
く
な
り
、
蚊
、
 

ハ
エ
の
発
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
 

と
、
結
局
迷
惑
す
る
の
は
町
民
 

の
皆
さ
ん
で
す
。
 

町
に
お
い
て
も
、
水
路
の
環
 

境
整
備
に
つ
い
て
は
努
力
致
し
 

ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
方
の
 

協
力
を
特
に
お
願
い
致
し
ま
 

す。 

金
田
町
農
業
委
員
会
 

委

員

決

る

 

金

田

町

選

挙

管

理

委

員

会

 

昭
和
四
十
四
年
七
月
十
五
日
 

ク
ノ
植
高
秋
太
郎
（
前
）
 

執
行
の
〈
首
町
農
業
委
員
会
委
 

ク 

和
田
政
次
郎
（
煎
 

員
一
般
選
挙
に
つ
い
て
本
町
は
 

ク 

井
手
本
正
男
（
新
）
 

無
投
票
と
な
り
次
の
者
が
当
選
 
五
区
 

大
井
喜
四
郎
（
前
）
 

し
た
。
 

ソ

 

ク 

藤
本
杢
次
郎
（
前
）
 

一
区
 

市
丸
 
定

行

＠

 

ク 

吉
田
 

保
（
前
）
 

二
区
 

辰
島
 

生
（
価
）
 

七
区
 
荒
木
 
政

男

⑧

 

〔用語解説〕 

レクリエーション 一 ぐ
 一 

I
 

仕
事
の
余
暇
を
 

利
用
し
て
、
ス
ポ
 

ー
ッ
、
音
楽
、
手
 

芸
、
演
劇
、
社
交
 

そ
の
他
を
お
こ
 

な
う
こ
と
に
よ
っ
 

て
、
人
間
生
活
を
 

豊
か
で
う
る
お
い
 

の
あ
る
も
の
に
す
 

る
こ
と
。
 

レ
ク
リ
ユ
ー
シ
 

ョ
ン
は
次
の
条
件
 

を
み
た
す
も
の
で
 

あ
る
。
 

①
自
由
時
間
を
利
用
し
て
行
 

な
う
も
の
。
 

②
自
分
か
ら
進
ん
で
行
な
う
 

も
の
。
 

③
精
神
的
、
身
体
的
に
健
全
 

な
も
の
。
 

④
時
間
的
、
体
力
的
、
経
済
 

的
に
限
度
を
守
る
こ
と
。
 

⑤
だ
れ
で
も
容
易
に
で
き
る
 

も
の
。
 

⑥
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
 

も
の
。
 

ク 

若
林
与
四
郎
（
曲
 

ク 

森
 

績
口
元
）
 

八
区
 
大
島
 
虎
雄
（
前
）
 

ガ 

島
野
 

茂
（
前
）
 

九
区
 
古
屋
 
寿
美
（
新
）
、
 

ガ 

貞
国
 
栄
治
（
元
）
 

公衆電話キャンペーン実施中 

みんなの公衆電話 
みんなで大切に 

主 催 日本電信電話公社 

後 援 西日本新聞社、NHK、九J吋 

公衆電話会連合会 
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蓑
 

虫
 

町
長
 

大
 

島
 

」ハ 

郎
 

私
の
工
場
の
バ
ラ
ッ
ク
建
の
 

ぐ
る
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
樹
 

が
植
わ
っ
て
い
ま
す
。
樫
、
 

柊
、
山
茶
花
、
椿
、
百
日
紅
、
 

松
、
柿
、
萄
葡
、
林
檎
、
黄
揚
、
 

石
楠
花
、
姫
紫
な
ど
が
、
い
ず
 

れ
も
庭
木
と
し
て
は
小
物
で
ぎ
 

つ
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
こ
の
 

樹
に
一
本
も
余
す
こ
と
な
く
大
 

報
 
小
の
蓑
虫
が
無
数
に
ぶ
ら
下
っ
 

町
 
ん
で
い
ま
す
。
私
は
こ
ん
虫
学
 

て、 

毎
日
風
に
ゆ
れ
な
が
ら
い
 

か
に
も
の
ん
び
り
と
生
活
を
営
 

は
解
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
年
中
 

辛
抱
強
く
風
に
ゆ
れ
な
が
ら
食
 

物
を
あ
さ
っ
て
い
る
様
子
も
な
 

く
、
枝
の
末
端
に
金
輪
際
離
れ
 

な
い
よ
う
に
し
て
、
家
ぐ
る
み
 

落
ち
な
い
よ
う
に
し
く
ん
で
、
 

金
 
休
眠
と
も
、
生
活
、
活
動
と
も
 

わ
か
ら
な
い
の
ん
び
り
さ
に
羨
 

望
の
気
持
す
ら
い
だ
い
て
い
ま
 

す。 私
た
ち
の
家
の
礎
石
は
大
地
 

に
は
ま
り
込
ん
で
ま
っ
た
く
動
 

か
な
く
支
え
て
い
ま
す
が
、
蓑
 

虫
の
家
は
ま
っ
た
く
正
反
対
で
 

幾
百
重
に
も
た
ん
念
に
ま
き
つ
 

け
た
虫
の
セ
ン
イ
が
技
葉
か
ら
 

風
雨
に
離
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
 

空
中
礎
枝
と
も
言
う
べ
き
仕
組
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
柱
と
壁
と
 

渠
や
床
屋
根
な
ど
い
っ
さ
い
 

を
含
め
た
袋
の
家
は
簡
単
に
 

離
そ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
離
 

れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
昆
虫
が
実
は
私
の
怨
敵
 

な
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
工
場
 

か
ら
小
畑
と
泥
溝
を
は
さ
ん
だ
 

と
こ
ろ
に
山
村
さ
ん
が
お
ら
れ
 

ま
し
て
、
大
変
な
庭
木
や
盆
栽
 

い
ぢ
り
や
で
す
。
私
も
好
き
で
 

は
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
 
っ
と
 

一
、
二
目
お
い
て
い
ま
す
。
そ
 

の
先
生
が
、
蓑
虫
を
す
っ
か
 

り
退
治
し
て
な
い
と
、
翌
年
に
 

は
万
倍
に
な
っ
て
樹
々
を
荒
す
 

と
言
う
こ
と
を
教
育
し
て
下
さ
 

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

な
る
ほ
ど
そ
う
言
わ
れ
て
み
 

ま
す
と
、
四
、
五
日
の
中
に
あ
 

の
樹
、
こ
の
樹
が
籍
の
よ
う
に
 

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
 

は
蓑
虫
の
成
虫
の
し
わ
ざ
か
 

と
、
樹
の
下
に
い
と
も
涼
し
げ
 

に
音
な
き
風
鈴
の
風
情
を
め
で
 

て
い
た
私
も
俄
然
犬
敵
に
相
手
 

ど
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
 

す
。
蓑
虫
こ
そ
い
い
災
難
だ
と
 

思
い
ま
す
が
、
い
く
ら
や
っ
気
 

に
な
っ
て
拐
り
と
っ
て
踏
み
潰
 

し
て
み
て
も
、
ま
た
翌
年
の
春
 

が
く
る
と
い
っ
ぱ
い
ぶ
ら
下
っ
 

て
い
ま
す
。
も
は
や
こ
の
頃
で
 

は
山
村
老
に
た
き
つ
け
て
い
だ
 

だ
い
た
怨
情
も
し
だ
い
に
う
す
 

ら
ぎ
少
々
手
を
や
い
た
気
持
で
 

す。 

昨
年
の
暮
れ
ふ
っ
と
そ
の
蓑
 

虫
の
一
匹
を
百
日
紅
の
小
枝
か
 

ら
む
し
り
取
っ
て
踏
み
潰
す
気
 

に
も
な
れ
す
晒
屋
に
持
ち
帰
り
 

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
い
た
の
を
 

忘
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
 

そ
の
置
小
健
の
テ
ー
ブ
ル
の
一
 

隅
に
ぶ
ら
下
っ
て
い
た
の
を
発
 

見
し
て
驚
き
ま
し
た
。
憎
ま
し
 

い
怨
敵
、
こ
れ
が
わ
た
し
の
蓑
 

虫
に
た
い
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
し
 

た
。
だ
が
テ
ー
ブ
ル
の
隅
か
ら
 

隅
に
移
動
し
て
い
た
そ
の
蓑
 

虫
は
、
い
つ
か
姿
を
消
し
て
し
 

ま
い
ま
し
た
。
あ
る
タ
食
時
、
 

豊
登
や
サ
ン
ダ
ー
杉
山
の
力
斗
 

に
目
を
皿
に
し
て
い
た
ら
そ
の
 

画
面
の
背
影
を
な
す
破
れ
襖
の
 

黒
塗
の
フ
チ
に
そ
の
蓑
虫
が
ぶ
 

ら
下
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
か
。
わ
た
し
は
豊
登
に
は
済
 

ま
な
か
っ
た
が
、
蓑
虫
の
動
き
 

に
じ
っ
と
見
い
る
と
、
動
く
と
 

も
な
く
動
い
て
襖
の
骨
の
角
を
 

上
つ
て
い
ま
す
。
ふ
っ
と
絶
海
 

の
孤
島
の
俊
寛
を
お
も
い
だ
し
 

ま
し
た
。
蓑
虫
の
世
界
は
や
っ
 

ぱ
り
山
野
の
大
自
然
に
あ
り
て
 

雨
に
た
た
か
れ
風
に
な
ぶ
ら
れ
 

な
が
ら
風
鈴
の
風
情
を
わ
た
し
 

た
ち
に
偲
ば
せ
る
こ
と
な
の
で
 

し
よ
う
。
人
間
の
住
家
は
人
間
 

の
も
の
で
蓑
虫
の
そ
れ
で
は
な
 

い
の
で
す
。
そ
の
翌
晩
に
は
カ
 

モ
イ
の
角
に
移
っ
て
い
た
が
居
 

所
が
悪
い
と
み
え
て
、
三
、
四
 

日
は
右
に
左
に
移
動
し
て
い
ま
 

し
た
が
、
つ
い
に
諦
め
た
と
み
 

え
、
動
か
な
い
襖
の
骨
か
ら
五
 

〇
セ
ン
チ
児
フ
所
に
定
着
し
て
 

し
っ
か
り
と
動
か
な
く
な
っ
て
 

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
 

か
ら
の
一
冬
は
風
雪
に
も
さ
ら
 

さ
れ
な
い
こ
の
カ
モ
イ
よ
り
外
 

に
安
住
の
世
界
は
な
い
と
諦
め
 

て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
い
ま
 

す。 
こ
う
な
る
と
恩
讐
を
越
え
て
 

可
憐
な
家
族
の
一
員
み
た
い
に
 

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
妻
も
 

ハ
タ
キ
の
外
に
も
そ
っ
と
安
住
 

の
日
日
を
許
し
て
い
ま
し
た
。
 

そ
れ
が
春
と
な
っ
て
わ
た
し
 

た
ち
の
知
ら
ぬ
ま
に
姿
を
消
し
 

て
、
い
ま
で
は
冬
越
え
の
蓑
虫
 

の
風
情
を
偲
ん
で
お
り
ま
す
。
 

家
族
の
一
人
が
い
つ
の
間
に
か
 

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
 

一
抹
の
さ
び
し
さ
を
か
こ
っ
て
 

い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
こ
の
春
葡
萄
の
葉
 

を
荒
さ
れ
は
じ
め
て
、
わ
た
し
 

の
心
は
蓑
虫
に
猛
然
と
敵
意
を
 

感
じ
、
ま
た
も
や
蓑
虫
退
治
に
 

タ
べ
を
つ
い
や
す
よ
う
に
な
り
 

ま
し
た
。
処
刑
者
の
わ
た
し
は
 

丸
腰
掛
を
踏
台
に
し
て
犯
人
の
 

携
り
取
り
に
や
っ
き
に
な
っ
た
 

後
、
一
息
い
れ
て
い
ま
す
と
、
 

そ
の
獄
台
の
外
囲
の
ふ
ち
に
下
 

っ
て
い
た
一
匹
の
蓑
虫
を
ま
た
 

発
見
し
ま
し
た
。
そ
し
て
わ
た
 

し
の
想
念
は
二
十
年
数
前
の
逢
 

か
な
南
め
い
の
山
野
に
戦
車
に
 

踏
み
潰
さ
れ
散
っ
た
戦
友
達
の
 

イ
メ
ー
ジ
に
標
然
と
な
り
ま
し
 

た
。
丸
腰
掛
の
外
ふ
ち
を
飽
く
 

こ
と
を
知
ら
ず
永
住
の
場
所
を
 

探
し
求
め
て
廻
り
め
ぐ
っ
て
風
 

鈴
の
営
み
を
続
け
る
蓑
虫
を
、
 

そ
の
命
に
い
と
ほ
し
く
な
っ
て
 
よ
う
に
飛
び
出
す
青
い
泥
汁
を
 

踏
み
潰
さ
れ
て
尻
か
ら
銃
弾
の
 
ず
っ
と
見
や
り
、
人
が
生
き
る
 

道
の
恐
ろ
し
さ
に
胸
を
し
め
つ
 

け
ら
れ
る
思
で
し
た
。
 

お
そ
ろ
し
い
シ
ン
ナ
ー
あ
そ
び
 

金
田
町
青
少
年
問
題
協
議
会
 

シ
ン
ナ
ー
等
を
乱
用
し
て
、
 

青
少
年
の
事
故
が
発
生
し
大
き
 

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
 

す。 幸
い
本
町
で
は
今
の
と
こ
ろ
 

発
生
を
み
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
 

先
般
田
川
郡
内
の
高
校
生
が
死
 

亡
し
て
お
り
、
本
町
で
も
発
生
 

が
予
想
さ
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
 

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
夏
休
み
を
機
 

会
に
ご
父
兄
の
皆
さ
ま
に
も
 

「
シ
ン
ナ
ー
」
に
つ
い
て
深
く
 

認
識
を
も
っ
て
い
た
だ
き
憂
慮
 

さ
れ
る
事
態
の
お
こ
ら
な
い
よ
 

う
、
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

一
、
シ
ン
ナ
ー
と
は
 

シ
ン
ナ
ー
は
有
機
溶
剤
の
一
 

種
で
あ
っ
て
、
そ
の
種
類
は
工
 

業
用
、
家
庭
用
な
ど
数
百
種
に
 

の
ぽ
る
。
 

一
般
的
に
は
ベ
ン
ジ
 

ン
類
（
セ
メ
ダ
イ
ン
等
の
接
着
 

剤
に
使
用
）
ケ
ン
ト
類
（
マ
ジ
 

ッ
ク
イ
ン
キ
等
に
使
用
）
 
ア
ル
 

コ
ー
ル
類
（
化
粧
品
に
使
用
）
 

エ
ス
テ
ル
類
（
化
粧
品
の
香
料
 

と
し
て
使
用
）
な
ど
の
混
合
物
 

で
あ
る
。
 

二
、
シ
ン
ナ
ー
の
危
険
性
 

シ
ン
ナ
ー
を
長
時
間
く
り
か
 

え
し
て
吸
入
す
る
と
、
頭
痛
、
 

は
き
気
、
不
眠
、
め
ま
い
、
食
 

欲
不
振
な
ど
が
お
こ
り
、
さ
ら
 

に
常
習
的
に
吸
入
す
る
と
中
枢
 

神
経
を
侵
さ
れ
、
強
度
の
め
い
 

て
い
状
態
と
な
り
、
自
制
心
が
 

な
く
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
 

こ
ん
す
い
に
陥
り
、
こ
れ
が
慢
 

性
化
す
る
と
精
神
障
害
を
お
こ
 

す
も
の
で
あ
る
。
 

国
を
さ
さ
え
る
若
い
力
 

陸
、
海
、
空
自
衛
官
募
集
総
務
課
 

（
身
分
待
遇
）
 

特
別
職
の
国
家
公
務
員
で
一
一
 

士
初
任
給
は
月
額
一
七
、
七
〇
 

〇
円
ほ
か
に
各
種
手
当
、
賞
与
 

年
三
回
、
退
職
金
も
あ
り
ま
す
。
 

（
福
利
厚
生
）
 

衣
食
住
は
無
料
、
保
健
管
理
 

に
は
ク
ラ
ブ
売
店
な
ど
厚
生
施
 

設
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
 

す。 
（
特
典
進
路
）
 

各
種
の
専
門
技
術
の
免
許
を
 

と
る
機
会
も
豊
富
で
す
。
 

ま
た
通
学
通
信
教
育
を
受
け
 

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

永
年
勤
務
や
幹
部
自
衛
官
に
 

昇
進
の
道
も
あ
り
ま
す
。
 

（
応
募
資
格
）
 

十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満
 

の
男
子
 

（
常
時
受
付
）
 

、

．

 

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
へ
 

お
問
合
せ
下
さ
い
。
 

御
芳
志
あ
り
が
と
う
 

ご

ざ

い

ま

し

た

 

勝
野
好
典
殿
 

中
村
隆
殿
 

御
母
堂
イ
ソ
ェ
様
榊
料
返
礼
 

御
尊
父
繁
次
郎
様
典
番
返
礼
 

と
し
て
教
育
後
援
会
へ
 

と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

吉
田
繁
雄
殿
 

御
母
堂
キ
ク
様
香
典
返
礼
と
 

し
て
教
育
後
援
会
へ
 

そ
れ
ぞ
れ
御
寄
附
を
い
た
だ
き
 

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

金
田
町
教
育
後
援
会
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 


